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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

〜「
標
語
」の
優
秀
作
品
の
決
定
〜

■
問
合
わ
せ

　

生
活
援
護
課　


v
０
６
５
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10
月
１
日
か
ら
、
知
多
バ
ス
の
時
刻
表

が
変
わ
り
ま
す
。
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

よ
り
、
夕
刻
以
降
の
運
転
時
間
帯
が
拡
大

さ
れ
る
と
と
も
に
主
要
な
バ
ス
停
の
発
車

時
刻
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
知
多
半
田
駅
前
発
乙
川
方
面
行
き
の

バ
ス
発
車
時
刻
は
、
主
に
毎
時
00
分
ま
た

は
30
分
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
内
公
共
施
設
に
配
架
さ

れ
た
「
知
多
バ
ス
時
刻
表
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
９
月
20
日
は
、
日
本
で
最

初
に
バ
ス
が
走
っ
た
日
を
記
念
し
た
「
バ

ス
の
日
」
で
す
。

日
頃
、
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
し
な
い
皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
一
度
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
い
視
点
か
ら
の
町
並
み
は
、
今
ま
で
と

違
っ
て
観
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
わ
せ　

　

防
災
交
通
課　
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財
産
の
相
続
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
。
現
在
、
相
続
で
争
い
が
お

き
な
い
よ
う
老
後
の
安
心
設
計
の
た
め
、

全
国
で
、
年
間
10
万
人
を
超
え
る
方
々
が

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
を
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

法
律
の
専
門
家
で
公
務
員
の
公
証
人
は
、

遺
言
の
内
容
を
慎
重
に
検
討
し
て
書
面
に

し
ま
す
。
そ
の
原
本
は
、
公
証
役
場
で
長

く
保
管
さ
れ
ま
す
の
で
、
紛
失
・
破
棄
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
続
開
始

後
は
、
す
ぐ
に
遺
言
に
基
づ
く
手
続
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
任
意
後
見
、

離
婚
に
関
す
る
取
り
決
め
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
い
つ
で
も

無
料
で
す
。

公
証
週
間
中
は
、
特
に
態
勢
を
強
化
し

て
、
次
の
と
お
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
相
談
実
施
日

　

①
10
月
１
日
（土）

　

②
10
月
３
日
（月）
〜
７
日
（金）

■
実
施
時
間

　

①
10
時
〜
16
時

　

②
９
時
〜
17
時

■
問
合
わ
せ

　

半
田
公
証
役
場　
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市
で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
避

難
所
へ
の
避
難
が
必
要
と
な
る
場
合
に
迅

速
な
避
難
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
避
難
所

の
案
内
表
示
を
行
う
「
避
難
所
誘
導
電
柱

看
板
」
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
方
々
に
お
い
て
は
、
こ
の
取

組
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
電
柱
看
板
の

広
告
主
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
み

◇
「
中
部
電
力
柱
」
の
場
合

　

中
電
興
業
株
式
会
社　

半
田
営
業
所

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
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◇
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
」
の
場
合

　

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
株
式
会
社

　

東
海
支
店

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
│

３
２
２
│
７
７
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■
問
合
わ
せ

　

防
災
交
通
課　
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犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
、
毎
年
法
務
省
主
唱
で
全
国
一
斉
に

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
半
田
保
護

区
保
護
司
会
が
市
内
中
学
生
を
対
象
に
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
３
，３
５
８
点
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

10
月
１
日
〜
７
日
は「
公
証
週
間
」で
す

〜
老
後
の
安
心
、そ
れ
は
遺
言
で
〜

知
多
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
！

広
告
付
き「
避
難
所
看
板
」の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す

標語受賞名
最優秀賞

市長賞

市議会議長賞

教育委員会賞

優秀賞

１人でも 勇気を出せば 「未来」となる

氏名・学校名
柏葉　愛奈（成岩中３年）

やめようよ その一言が 希望の光 市村　和輝（亀崎中３年）

「大丈夫？」 その一言で ホッとする 肥田　彩愛（半田中２年）

その一言で 変わる人生 変えられる人生 河野　裕太（亀崎中２年）

近所の付き合いで 無くなる疑心と 深まる絆 太田　駿介（半田中３年）

傷つけないで 私の「心」 あなたの「心」 木原　星南（乙川中２年）

断ろう 「一回だけ」の落とし穴 自分の未来を 自己管理 濱田　脩斗（亀崎中３年）

１人の意識 未来を変える 第一歩 石川　実果（成岩中３年）

「忘れるな」 ぼくを思うその人が 必ず近くにいることを 吉田　直生（青山中２年）

ゆ め


